
  ２月１２・１３日に、無人化施工による連続土のう２段積みの実証実験が行われました。
　この実証実験は、建設技術研究開発助成制度の採択をうけた研究課題の中の一つです。現在、全国で大
規模な無人化施工を唯一実施している雲仙復興事務所で実施したいとの協力依頼を受けて実施されたもの
です。
　連続土のう２段済み工法の実証実験をする目的は、災害直後の応急・復旧対策として、大型土のうによる
土留めあるいは護岸（築堤）を実施する場合が多いですが、危険を伴う作業であるため、無人化での施工に
より二次災害防止の為の技術開発の一環として実施しました。
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無人化施工による

「連続土のう２段積み」実証実験実施！

重機の横移動により土のう袋が広がり

最後に上から土砂を入れて完成です

土のう袋はアコーディオンと同じ折りたたみ式です

通常の大型土のうと同じ大きさですこれで10袋分
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